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・
ー
寄
稿
…

憧
れ
の
富
士

大

墓
読
ん
だ
詩
に
か
よ
う
な
の
一

が
あ
る
。
「
朝
に
芙
蓉
の
下
を
発
し

て
、
夕
に
芙
蓉
の
下
に
宿
る
。
宿
汝

こ
の
宿
『
未
だ
芙
蓉
の
ド
を
離
れ

す
」
と
云
う
の
が
あ
る
。
東
海
通
五

十
三
次
を
旅
す
る
古
の
＾
達
の
こ
の

詩
に
は
、
外
の
意
味
が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
雄
八
な
る
富
士
の
姿
を

読
ん
だ
も
の
と
解
し
て
差
文
え
な

い
．
去
る
三
月
セ
五
出
よ
り
、
県
遺

族
会
の
主
催
す
る
靖
国
神
社
参
拝
団

に
参
加
し
、
鎌
倉
．
江
の
島
、
小
田

原
を
経
て
、
湯
河
原
へ
泊
っ
た
。
惜

し
い
哉
、
桜
は
ま
だ
チ
ラ
ホ
ラ
の
状

態
だ
っ
た
が
、
旅
舘
の
垣
根
の
外
に

滴
る
よ
う
な
夏
密
柑
が
、
枝
も
た
わ

わ
に
実
っ
て
い
た
。
翌
日
は
奥
湯
河

原
の
花
の
ト
ン
ネ
ル
を
経
て
、
車
は

一
路
大
観
峠
に
差
し
か
N
る
。
道
路

急
坂
な
れ
ど
全
部
舗
装
、
大
型
バ
ス

ガ
滑
る
が
如
く
往
来
し
て
い
る
．
や

が
て
海
抜
七
百
二
＋
米
の
頂
上
に
箱

根
の
町
が
あ
り
、
芦
の
湖
が
あ
る
。

　
関
所
跡
は
箱
根
町
入
口
に
あ
っ
て

建
物
は
新
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
徳

川
幕
府
が
江
戸
の
表
玄
関
と
し
て
、

諸
大
名
や
家
族
や
百
姓
や
酊
人
ま
で

厳
重
に
取
り
締
っ
た
と
云
う
昔
の
姿

そ
の
ま
x
の
徳
川
定
紋
の
慢
幕
を
は

り
め
ぐ
ら
し
て
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
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魯

島

孝

平

で
小
柳
善
作
氏
と
監
札
一
枚
宛
を
貿

っ
て
、
無
事
通
し
て
も
ら
っ
て
車
中

の
八
と
な
る
。
や
が
て
仙
石
原
か
ら

有
料
道
路
ま
で
乙
女
峠
に
登
る
．
海

抜
一
千
米
太
平
洋
を
眼
ト
に
見
て
、

煙
る
が
如
き
海
の
中
ポ
ッ
カ
リ
浮
ん

だ
夢
の
初
島
に
別
れ
を
告
げ
、
御
殿

場
に
出
て
山
中
湖
を
石
に
見
て
富
士

…
吉
出
に
到
着
、
こ
こ
で
一
蝋
、
の
シ
ユ

一
ー
ス
で
の
ど
を
潤
し
、
い
よ
く
待

｝
㎝
望
の
富
士
登
山
を
試
る
こ
と
に
な
っ

一
た
．
東
京
か
ら
此
助
ま
で
遠
く
近
く

口

、
霞
の
中
．
は
た
ま
た
雲
の
ψ
、
側
へ

蓬
姦
る
賛
上
£
よ
う
焉
く

一
な
る
箋
奮
と
い
っ
て
も
火
山

一
岩
を
き
れ
い
に
片
σ
け
舗
装
し
た
勿

癬
い
程
の
易
車
道
鷺
天
気

ロ

一
晴
朗
、
満
天
拭
う
が
如
く
右
に
折
れ

一
左
に
曲
（
て
登
る
バ
ス
。
視
界
は
益

㎜、
益
広
く
、
二
含
目
位
で
最
早
日
本
列

一．
島
全
部
が
一
眸
の
中
に
収
た
よ
う
な

一

気
が
す
る
。
宙
は
五
合
目
ま
で
行
く

．
…
韓
懸
蕪

◎
産
声

三
…
…
＝
…
一
…
≡
…
…
…
椿
…
…
≡
…
…
鍾
騨
…
…
…
…
…
一
＝
…
…
…
≡
＝
一
…
…
≡
…

　
ポ
ツ
ボ
ツ
出
稼
ぎ
の
青
年
た
ち

が
村
へ
帰
っ
て
く
る
季
節
に
な
っ

た
。
村
の
工
事
や
商
店
や
工
場
で

働
い
て
い
る
青
年
も
．
十
日
町
の

方
へ
通
勤
し
て
い
る
青
年
も
、
み

ん
な
夜
に
な
る
と
公
民
舘
や
学
校

へ
集
っ
て
き
て
、
出
稼
体
験
談
、

東
京
の
若
も
の
た
ち
の
話
、
農
業

や
村
の
将
来
の
こ
と
、
工
場
や
職

場
の
こ
と
、
い
ま
の
大
人
や
社
会

の
こ
と
、
自
分
た
ち
の
の
ぞ
み
や

悩
み
、
E
T
C
…
…
い
ろ
ん
な
こ

と
を
ワ
イ
ワ
イ
話
し
合
う
。
今
年

の
青
年
会
行
事
や
、
青
年
学
級
の

計
圃
も
話
し
あ
っ
て
み
る
．
ひ
さ

し
ぶ
り
に
多
ぜ
い
で
運
動
場
い
つ

ば
い
に
な
っ
て
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
楽
し
む
。
モ
ン
キ
ー
や
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
を
や
る
の
も
で
て
く
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ハ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
、
少
し
汗
を
か
く
ぐ
ら
い
運
動

を
し
て
、
こ
の
つ
ぎ
み
ん
な
で
集

ま
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
青
年
た

ち
は
帰
っ
て
い
く
。
青
年
の
活
動

が
さ
っ
ば
り
ふ
る
わ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
、
こ
ん
な
情
景
が
頭
の

中
だ
け
を
か
け
め
ぐ
る
。

　
田
植
、
稲
刈
の
農
繁
期
は
無
理

だ
と
し
て
も
、
出
稼
ぎ
に
行
く
ま

子
の
名

樋
口
郁
彦

樋
口
幸
一

阿
部
利
浩

樋
ロ
清
美

父
の
名

和
　
一
国
平
義
寿
一
男

部
落
名
小
原
荒
屋

高
漕
山
午
溝

藤
ノ
木
ま
ゆ
み

勘
野
昌
子
荘
　
一

山
田
智
之
　
稔

吉
楽
常
喜
喜
和

一
◎
高
砂

一
甕
瞥
肇
）
干

〆
婦
畜
ウ
4
七
）
干

騨

石
昇
天

　
氏
名
　
毎
令

堀宮倉小
之
内中俣出溝溝

部
落

村
山
　
貞
毛
八
・

広
出
　
閥
三
（
六
四
）

藤
ノ
木
ミ
ト
（
六
〇
）

保
坂
悦
子
（
三
〇
）

．
樋
口
喜
一
郎
（
一
一
二
）

村
山
　
ト
モ
（
九
ご

｝樋
ロ
　
タ
ケ
（
六
ご

山
田
　
義
輝
へ
六
九
）

一
大
口
敬
巳
（
三
七
）

．
南
雲
宇
一
郎
（
七
一
）

青
年
活
動
を

芋重清小田干芋小田田
　　田
川地山原沢溝沢出中沢

予
定
で
あ
っ
た
が
、
雪
崩
の
危
険
か

総
確
鎌
璽
灘
は
書
別
参
純

世
界
に
誇
る
剛
快
の
姿
、
　
「
到
り
得

て
帰
り
来
れ
ば
別
争
な
し
」
と
蘇
東

波
は
謬
っ
た
が
、
こ
れ
は
梧
魑
徹
底

　
　
　
吾
女
に
は
到
り
得
て
帰
り

憧
れ
の
富
士
に
サ
ヨ
ナ
ラ
を
告
げ
て

午
後
四
時
六
月
よ
り
八
王
子
を
経
て

…
…
…
…
”
…
…
…
…
一
…
…
…
…
層
…
…
…
…
一
…
…
…
…
一
…
…
…
障

動
を
す
る
仲
間
づ
く
り
を
、
田
沢
　
針
と
し
て
、
青
少
年
活
動
を
と
り
　
㎜

倉
俣
、
貝
野
、
高
道
山
、
清
津
恢

の
各
地
区
で
や
っ
て
み
た
い
。

　
A
君
は
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
い
ん

だ
と
言
い
、
B
君
は
カ
タ
イ
こ
と

言
っ
て
も
集
ま
ら
な
い
ん
で
す
よ

と
言
う
。
時
代
の
捌
勢
で
、
村
の

青
少
年
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ

も
り
た
て
よ
う

で
百
五
十
日
ぐ
ら
い
は
あ
る
。
毎

晩
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ

ろ
う
が
、
週
一
回
で
も
、
い
や
月

一
回
で
も
い
い
．
集
会
を
開
い
て

ス
ホ
ー
ツ
や
ダ
ン
ス
を
た
の
し
ん

だ
り
㍉
職
業
人
と
し
て
社
会
人
と

し
て
必
嬰
な
知
識
、
技
術
を
学
ん

だ
り
、
そ
し
て
若
い
青
年
ら
し
い

生
き
万
を
話
し
あ
う
、
そ
ん
な
活

と
は
い
た
し
か
た
の
な
い
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
村
の
農
業
や
地

域
産
業
の
若
い
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
胃
年
諸
君
が
、
孤
立
し
て
し

ま
っ
て
、
何
の
活
動
も
で
き
な
い

で
は
こ
ま
っ
た
こ
と
だ
。

　
最
近
は
未
組
織
の
青
少
年
が
中

里
村
で
も
多
く
な
っ
て
き
た
が
、

公
民
舘
で
は
、
今
年
度
活
動
の
方

た
て
る
こ
と
に
重
点
の
一
つ
を
置

き
、
勤
労
青
少
年
の
実
態
把
握
、

青
年
会
や
青
年
学
級
の
育
成
、
活

動
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
成
年
講
座

や
青
少
年
ス
ボ
ー
ツ
行
事
な
ど
た

く
さ
ん
計
画
し
て
い
る
。
あ
る
青

年
は
、
い
ま
の
社
会
は
青
少
年
を

大
事
に
し
す
き
る
．
だ
か
ら
自
主

性
が
育
た
な
い
と
言
っ
た
が
、
な

か
な
か
意
味
の
深
い
意
見
で
、
ま

わ
り
の
人
た
ち
の
青
少
年
に
対
す

る
”
ミ
ゾ
の
な
い
理
解
”
と
同
時

に
御
き
び
し
さ
”
の
あ
る
指
導
が

ほ
し
い
し
、
中
里
村
青
少
田
諸
君

か
ら
、
津
南
や
川
西
、
十
目
町
の

青
年
に
、
い
や
、
も
っ
と
広
く
現

代
の
青
年
た
ち
に
お
く
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
ハ
ッ
ス
ル
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
樋
口
和
一
）

　
上
胃
へ
到
着
、
予
定
の
コ
ー
ス
を
終

　
了
し
た
。

　
　
青
年
掌
級
生
募
集

　
　
　
　
記

　
一
、
開
設
期
間
　
四
月
～
四
十
二
年

　
　
　
三
月

　
二
、
学
習
内
容
　
一
般
教
養
、
歌
唱

　
　
　
体
育
．
レ
ク
リ
ェ
乳
シ
ョ
ン
、

　
　
　
料
理
等

　
三
、
場
所
中
里
村
公
民
舘

　
四
、
受
講
料
　
無
料
へ
但
し
実
習
費

　
　
　
は
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
な
お
、
一
般
教
養
コ
ー
ス
、
料
理

　
穀
難
難

　
入
級
希
望
者
は
、
住
所
、
氏
名
．
年

　
令
、
職
業
、
希
望
コ
ー
ス
を
中
里
村
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一
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ロ
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一
…
…
…
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一
…
…
…
茎
一
…
一
…
一
ヨ
…
…
…
一
…
…
…
…
…
一
…
＝
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

公
民
舘
に
ご
運
絡
下
さ
い
．
手
紙
、

電
話
、
来
舘
い
す
れ
で
も
け
っ
こ
う

で
す
。

　
新
縁
の
清
津
峡
吟
行

　
　
俳
句
会
の
お
知
ら
せ

1
期
日
　
五
月
†
五
口
（
午
前
九
時

　
迄
に
清
津
峡
入
口
に
お
集
ま
り
下

さ
い
（
臼
帰
り
）

2
会
費
　

一
人
症
百
円
〔
昼
震
』
別
）

3
申
込
　
中
里
公
民
舘
あ
て

　
く
中
里
文
芸
V

　
　
　
l
俳
旬
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
雷

摘
ま
る
エ
は
宿
命
な
れ
ど
蕗
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

水
光
る
輪
ゴ
ム
く
い
込
む
主
婦
の
腕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
月

南
風
に
立
ち
ど
ま
る
女
擬
つ
か
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

せ
、
ら
ぎ
に
声
重
な
り
て
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

制
服
の
衿
に
記
章
も
新
学
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

ダ
ム
エ
の
騒
音
に
山
笑
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習

孫
二
八
連
れ
て
上
野
に
花
見
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
蔵

残
墨
ヨ
の
消
え
て
眺
め
し
陽
炎
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
乃

蕗
味
噌
に
口
付
い
た
よ
と
風
邪
の
膨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
枝

春
灯
下
父
子
の
本
に
名
前
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

警
笛
の
霞
の
中
よ
り
汽
車
う
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
牛

汽
車
去
り
し
陽
炎
の
鉄
路
ま
た
長
閑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

蒼
農
れ
た
編
二
つ
と
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
柳

江
の
氷
を
濁
し
て
米
ら
む
初
か
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
史

新
妻
の
不
安
も
解
け
し
髪
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

良
き
友
と
農
談
欲
し
く
種
子
浸
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
つ
お

険
閉
す
受
験
子
い
た
り
汽
壷
を
待
っ
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一

毫
窪
罰
…

繰
瀞
誘
轟

回
部
行
公
生
生
亀
1

『
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
口

村
の
教
職
員
異
動

清
津
嫁
倉
俣
小
、
貝
野
中
校
長
替
る

　
昭
和
四
十
年
度
末
、
四
十
一
年
度

は
じ
め
の
教
職
員
の
人
卒
異
動
は
、

去
る
三
月
三
十
一
日
県
教
育
委
鎖
会

　
　
【
江
口
貝
野
中
学
校
長
】

【
広
川
倉
俣
小
学
校
良
】

薇【
阿
部
清
浬
峡
小
学
鮫
畏
】

・
か
ら
発
表
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
中
里

村
で
は
転
退
職
老
二
十
九
名
、
転
入

二
＋
九
名
（
倉
俣
中
、
田
沢
中
、
清

津
峡
小
養
護
教
諭
各
一
名
）
の
異
動

・
が
行
な
わ
れ
た
。

　
特
に
改
善
さ
れ
た
点
と
し
て
、
小

学
校
に
多
か
っ
た
助
教
諭
が
殆
ど
改

善
さ
れ
て
有
資
格
者
で
埋
ま
り
、
ま

た
清
津
峡
小
の
土
倉
分
校
が
本
年
度

難
難
騰
難

　
村
内
各
学
校
の
人
事
異
動
は
次
の

と
お
り
．

【
転
邑

▽
田
沢
小
学
校

峰
村
　
　
智
（
栃
尾
市
森
上
小
）

益
満
幸
子
（
十
日
町
市
＋
日
町
小
）

小
池
　
芳
子
（
退
職
）

△
高
道
山
小
学
校

滝
沢
　
ノ
ブ
（
退
職
）

・
津
端
柚
賀
チ
’
退
職
）

▽
倉
俣
小
学
校

一
池
田
整
（
刈
羽
縮
小
）

一桑原
　
　
喬
（
津
南
町
下
船
渡
小
）

田
中
久
美
子
（
新
発
田
市
管
谷
小
）

大
島
㍗
義
成
（
退
職
）

▽
貝
野
小
学
校

一
峰
村
忠
夫
（
栃
尾
市
西
谷
小
）

輌
摯
（
鶴
雫
駿
小
）

斉
藤
　
由
美
（
退
職
）

一
▽
清
津
峡
小
学
校

吉
出
　
大
吉
（
五
泉
市
巣
本
中
）

謙
幕
譲
）

犬
飼
醒
恵
子
（
南
蒲
清
川
小
）

　中

村
ア
キ
子
（
白
根
市
庄
瀬
小
）

一
樋
口
　
芳
一
（
退
職
）

『一
樋
口
　
早
喜
へ
退
職
）

一雇
季
（
退
職
）

▽
田
沢
中
学
校

痴
欣
一
（
＋
昂
市
富
中
）

三
五
　
忠
彦
（
北
蒲
築
地
甲
）

小
熊
ハ
ッ
子
（
北
蒲
亀
代
中
）

今
井
徹
郎
（
刈
羽
門
出
中
）

福
至
奮
市
奮
）

　
　
　
涜
涯
（
南
魚
栃
窪
小
）

　
　
　
　
護
（
西
精
漆
山
中
）

古
出
島
祐
豊
（
北
魚
田
麦
山
中
、
山

　
　
　
　
　
の
相
川
分
校
）

▽
十
日
町
高
校
田
沢
分
校

徳
水
登
喜
枝
へ
柏
崎
農
商
）

【
転
入
】

▽
田
沢
小
学
校

清
水
八
重
（
干
円
町
市
が
沢
小
）

土
屋
　
仁
雄
（
津
南
町
下
船
渡
小
）

近
藤
　
和
子
（
新
採
用
）

後
藤
幸
枝
（
十
日
町
市
十
日
町
小
）

▽
高
道
山
小
学
校

関
谷
　
正
子
（
糸
魚
川
中
早
川
小
）

窪
田
　
典
子
（
新
採
用
）

▽
倉
俣
小
学
校

、
広
川
豊
栄
（
刈
羽
別
山
小
）

石
橋
三
代
子
（
新
採
用
）

出
来
島
精
一
（
新
採
用
）

佐
汝
木
淳
子
（
退
職
）

▽
倉
俣
中
学
校

高
野
孫
一
郎
（
退
職
）

▽
貝
野
中
学
校

今
成

鳥
山

新
庁
舎
建
設

工
事
す
す
む

　
昨
年
八
月
三
日
以
来
、
役
場
新
庁

舎
の
工
事
が
続
行
さ
れ
て
い
る
が
、

工
專
関
係
者
の
、
そ
の
後
の
話
に
よ

る
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
込
み
、
一

二
階
の
天
井
ぱ
り
、
外
部
の
モ
ル
タ

ル
ぬ
り
も
終
え
、
今
は
内
部
仕
上
げ

で
木
工
事
の
一
部
、
左
官
ー
事
を
急

ビ
ッ
チ
で
進
め
、
あ
と
は
塗
装
の
み

だ
が
、
進
行
具
合
は
ほ
ぽ
順
調
と
の

こ
と
、
五
月
末
日
の
完
成
が
ま
た
れ

て
い
る
．

　
　
【
写
真
は
完
成
近
い
新
庁
舎
】

　
5
●
釜

風
巻
　
恵
二
（
新
採
用
）

▽
貝
野
小
学
校

内
山
　
養
吉
（
北
魚
須
原
中
）

森
出
　
浩
子
（
新
採
用
）

稲
荷
　
法
チ
（
新
採
用
）

▽
清
雄
峡
小
学
校

阿
部
九
二
三
郎
（
南
魚
三
国
中
）

深
見
保
三
郎
（
畏
岡
市
北
中
）

大
橋
彰
チ
（
新
採
用
）

高
野
　
珠
チ
（
新
採
用
．
養
助
教
）

▽
土
倉
分
校

中
沢
勘
吉
（
南
蒲
艮
沢
小
）

佐
藤
　
俊
二
（
新
採
用
）

佐
女
木
洋
子
（
新
採
用
）

▽
田
沢
中
学
校

阿
部
正
彦
（
十
日
町
市
＋
日
町
中
）

渡
辺
　
正
也
（
南
魚
大
崎
中
）

久
保
田
英
雄
（
北
魚
入
広
瀬
中
）

菊
池
　
八
重
（
新
採
用
、
養
教
）

▽
倉
俣
中
学
校

長
沢
　
謙
次
（
中
頸
板
倉
中
）

島
橋
登
志
子
（
新
採
用
、
養
教
》

▽
貝
野
中
学
鮫

江
口
　
義
夫
（
北
魚
木
沢
中
）

高
野
征
司
（
新
採
用
）

中
森
　
　
保
（
響
採
用
）

▽
十
臼
町
局
鮫
田
沢
分
校

近
藤
ノ
リ
子
（
新
採
用
）

5月8日

県知事選挙投票日

無
潟
県
知
皐
選

挙
が
来
る
五
月
八

日
の
日
曜
■
に
行

な
わ
れ
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
責
任
あ

る
一
票
が
、
明
る

く
住
み
よ
い
新
潟

県
を
築
く
大
切
な

い
し
す
え
に
な
る

の
で
す
。
投
票
日

　
　
　
　
　
　
　
一

下
さ
い
．

▽
投
票
時
間
午
前
七
時
よ
り
午
後
四

時
ま
で

　
第
三
投
票
所
東
四
尻
雪
中
派
出
校

第第第第第第第
十九八七六五四
〃〃〃〃〃〃ク

第
＋
一
〃

清
蹴
峡
小
学
校

土
倉
分
校

倉
俣
支
所

重
地
公
氏
舘

田
代
公
民
舘

貝
野
支
所

阿
寺
雪
中
派
出
校

東
田
沢
公
民
舘

に
は
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
と
も
、
な

ん
と
か
や
り
く
り
し
て
、
必
す
投
票

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
．

　
投
票
日
当
日
に
、
仕
事
の
都
合
で

他
の
市
町
村
に
出
か
け
る
と
か
。
や

む
を
得
な
い
用
務
で
他
市
町
村
に
旅

行
し
た
り
、
滞
任
す
る
見
込
み
の
た

め
な
ど
の
理
由
で
、
投
票
所
へ
行
け

な
い
方
、
翁
産
な
ど
で
歩
く
こ
と
が

著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
不
在
者

投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
理
由
を
証
明
す
る
書

類
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
投
票
出
が
融
雪
期
で
あ
る
た
め
、

次
の
投
票
所
の
時
間
が
二
時
間
繰
上

げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
午
後
四
時
ま

で
に
問
違
い
な
い
よ
う
に
投
票
し
て

自
動
車
税
の
納
期

　
　
　
　
　
4
月
30
日
ま
で

①
今
年
か
ら
第
｝
期
の
納
期
限
は
一

ヵ
月
く
り
あ
が
り
ま
し
た
．

②
納
税
通
知
書
は
四
月
十
五
日
ご
ろ

お
手
許
に
届
く
予
定
で
す
か
ら
、
是

非
納
期
内
完
納
を
拘
願
い
し
ま
す
。

③
月
末
は
土
曜
日
で
も
あ
り
、
収
納

機
関
が
こ
み
あ
う
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
翁
早
目
に
、
も
よ
り
の
銀

行
、
郵
便
局
、
財
務
事
務
所
窓
口
を

通
じ
、
納
付
し
て
下
さ
い
．

　
仲
林
薬
局
の

　
ご
主
人
篤
志

　
仲
林
薬
局
の
ご
主
人
因
仲
林
素
司

さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
村
教
育
委
員
会

に
、
学
校
薬
剤
師
手
当
一
万
八
手
円

を
、
村
内
小
中
学
校
の
環
境
衛
生
備

品
の
充
実
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、

そ
っ
く
り
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年

の
報
酬
を
寄
付
し
て
お
り
、
教
育
委

員
会
や
学
校
で
は
そ
の
篤
志
を
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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林
業事

業
に

▽
伐
採
申
請
（
届
出
）
に
つ
い
て

①，

申
請
を
許
可
す
る
も
の
』

　
制
限
林
（
保
安
林
）
総
べ
て
．

②
届
出
を
要
す
る
も
の

　
広
葉
樹
（
雑
木
）
総
べ
て
．

③
申
請
（
届
出
）
時
期
に
つ
い
て

イ
、
制
限
林
三
、
六
、
九
、
＋
二
月

ロ
、
そ
の
他
は
伐
採
日
六
十
日
㎡
ゆ

▽
人
口
盗
林
に
つ
い
て
，
　
　
餉

①
計
画
書
提
出
期
限

イ
、
春
、
秋
植
共
に
四
月
二
＋
日
。

　
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

昼3

期日

に
洩
れ
落
ち
ま
た
は
』
、
移

動
等
に
よ
り
新
規
計
画
さ
れ
た
も
の

八
月
一
一
＋
日
．

②
栗
泉
用
蓬
つ
い
て
一

イ
、
自
家
用
生
産
は
必
す
届
出
検
査
唱

を
受
け
雲
・
　
　
一

ロ
、
届
出
な
い
も
の
は
補
助
対
象
外

と
な
る
．

③
造
林
種
別
及
び
補
助
巡
に
つ
い
て

イ
、
拡
大
造
林
（
樹
種
、
換
、
原

野
）
総
事
業
費
四
十
％
以
内
。

－
、
再
造
林
（
杉
、
松
跡
地
）
総
事

業
費
三
＋
％
以
内
。

ハ
、
階
段
造
林
（
巾
員
一
・
五
騎
）

二
＋
ア
ー
ル
以
上
対
象
）
拡
大
造
林

と
同
じ
く
四
十
％
ほ
か
に
階
段
切
付

賃
金
が
加
算
す
る
．

二
、
公
有
林
造
林
（
村
有
、
部
落

有
）
総
事
簗
費
六
十
％
、
但
し
一
・

○
診
以
上
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。

④
植
え
た
苗
木
を
枯
ら
さ
な
い
こ
つ

イ
、
植
え
付
け
ま
で
の
苗
木
の
取
扱

い

　
　
　
つ
い
て

・
苗
木
を
髄
燥
さ
せ
な
い
こ
と
．

　
乾
燥
に
よ
る
枯
損
が
最
も
大
き
い

と
い
う
こ
と
は
お
わ
か
り
と
思
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
ボ

す
が
、
乾
燥
の
程
冨
と
、
乾
燥
す
る

部
分
が
苗
木
の
生
死
に
大
き
な
問
題

　
　
　
　
　
　
　
い

と
な
り
ま
す
。
実
験
に
よ
る
と
、
根
か

一
番
乾
燥
が
早
く
嘩
一
～
二
時
間
で

三
＋
～
五
十
％
水
分
が
減
り
ま
す
ま

た
、
水
分
が
ど
の
く
ら
い
減
っ
た
ら

活
着
に
影
響
す
る
か
と
言
い
ま
す
．

と
、
苗
木
重
量
十
％
位
減
る
と
活
穏

率
が
八
十
％
と
な
り
、
さ
ら
に
乾
、
燥

し
て
重
量
が
半
分
に
減
っ
た
と
き
は

活
着
率
が
零
に
近
く
苗
木
は
殆
ど
枯

れ
る
。
苗
木
の
置
き
場
所
に
よ
っ
て

差
が
あ
り
ま
す
が
、
大
体
二
時
間
も

放
置
す
る
と
含
有
水
分
の
二
十
％
も

減
り
活
着
率
が
十
五
～
二
十
％
も
減

る
．ロ
、
植
え
付
け
に
あ
た
っ
て

・
正
し
い
植
え
方
を
す
る
こ
と

　
細
根
か
ら
臼
い
ヒ
ケ
根
を
で
き
る

だ
け
早
く
出
す
．
新
し
い
白
い
ヒ
グ

根
か
ら
初
期
の
吸
水
を
は
じ
め
る
太

い
根
や
、
幹
か
ら
太
い
根
を
出
し
、

さ
ら
に
第
二
、
第
三
の
支
根
及
び
細

根
を
出
し
新
し
い
よ
い
根
糸
を
つ
く

る
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
植
え
ら
れ

た
苗
木
が
短
期
閲
に
終
え
る
よ
う
に

植
え
る
こ
と
．

　
地
被
物
を
一
赫
四
方
ほ
と
か
き
の

け
る
．
表
層
の
肥
え
た
黒
い
土
を
片

傾
に
か
き
よ
せ
る
。
地
被
物
を
取
り

除
い
た
ら
全
面
に
よ
く
鍬
を
入
れ

る
．
耕
し
た
真
中
に
直
径
四
十
移
、

深
さ
三
十
移
の
穴
を
掘
り
、
そ
の
土

を
前
に
取
り
除
け
て
お
い
た
黒
土
の

山
と
別
に
し
て
お
く
。
植
沢
の
中
央

に
湿
っ
た
黒
土
を
尺
の
中
央
に
マ

ン
ジ
ュ
ウ
型
に
盛
り
上
げ
る
．
苗
木

を
沢
の
中
の
盛
土
の
上
に
の
せ
手

で
根
を
四
方
に
ひ
ろ
げ
根
を
肥
え
た

盛
土
と
よ
く
接
触
さ
せ
る
、
そ
の
＃

に
表
層
の
黒
い
土
を
ふ
り
か
け
、
手

で
し
っ
か
り
押
え
て
や
り
、
表
層
土

の
上
に
下
層
土
を
か
け
十
分
足
で
踏

み
つ
け
る
．
木
の
長
い
一
生
を
考
え

れ
ぱ
、
最
初
の
第
一
歩
に
時
間
を
か

け
て
、
今
年
こ
そ
は
一
本
も
枯
ら
さ

な
い
で
造
林
し
て
下
さ
い
。

注
、
林
業
新
潟
購
読
の
方
は
四
十
年

度
十
月
号
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
参
照
。

　
以
ヒ
林
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致

し
ま
し
た
が
不
順
の
点
は
役
場
産
業

課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
）

母子対策にご協力を
　
文
化
の
パ
ロ
メ
ー
タ
ー

は
乳
幼
児
の
死
亡
に
よ
っ

て
推
定
さ
れ
る
と
い
わ
れ

ま
す
四

　
新
潟
県
は
、
わ
が
国
で

も
乳
児
死
亡
の
多
い
方
で

県
下
で
も
中
里
村
は
乳
児

死
亡
が
多
く
県
下
で
も
五

本
の
指
に
数
え
ら
れ
る
こ

と
が
続
き
有
雑
く
な
い
母

子
衛
生
の
指
定
地
区
と
い

う
指
定
を
受
け
た
の
が
三

十
五
年
か
ら
母
子
対
策
協

議
会
を
設
け
相
当
キ
メ
細
か
く
対
策

を
し
て
来
た
つ
も
り
で
い
る
が
、
益

々
そ
の
差
は
他
の
市
町
村
よ
り
開
く

一
方
ど
誠
に
我
女
保
健
業
政
に
あ
る

者
、
心
寒
く
な
る
思
い
を
致
し
て
居

り
ま
す
．
こ
の
母
子
対
策
協
議
会
は

三
＋
六
年
一
月
二
十
日
に
発
足
し
た

も
の
で
、
母
子
事
業
に
つ
い
て
は
あ

ら
ゆ
る
方
面
か
ら
そ
の
実
態
を
眺
め

問
題
点
を
出
し
合
い
、
そ
の
対
策
を

考
眈
る
会
で
あ
り
、
そ
こ
で
で
た
対

策
の
多
く
を
母
子
事
業
に
反
映
さ
せ

て
居
り
ま
す
．

　
こ
の
度
の
協
議
会
に
出
た
間
題
点

及
び
対
策
案
を
皆
さ
ん
に
報
告
し
、

自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
頂
き
、

こ
の
対
策
案
に
御
協
力
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

①
指
定
地
区
に
な
っ
た
原
因

イ
、
乳
児
死
亡
が
多
い
。

ロ
、
死
産
が
多
い
．

ハ
、
妊
娠
中
絶
が
多
い
。

②
対
策
協
議
会
に
お
け
る
問
題
点

▽
昭
和
三
十
九
年
に
お
け
る
乳
児
死

亡
の
実
態
（
出
生
一
手
対
）

国新
潟
県

＋
日
町
市

、、

中
魚
沼
郡

十十十十
九●三一
・○・・
〇　 二二

（
川
西
町
二
＋
五
・
○
、
津
南
町
三

十
六
・
八
、
中
里
村
六
十
二
・
○
）

　
京
ヵ
瀬
村
の
如
き
は
O
と
全
然
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
．

◎
甲
里
村
の
全
死
亡
七
＋
九
名
中
乳

児
死
亡
九
名
（
十
一
・
四
％
）

イ
、
妊
娠
の
異
常
が
多
い
（
腎
臓
病

高
血
圧
、
む
く
み
）

　
職
業
別
に
分
け
る
と
出
機
を
織
っ

て
い
る
妊
婦
に
特
に
多
い
。

ロ
、
異
常
の
あ
る
妊
婦
か
ら
、
未
熟

児
や
死
亡
す
る
乳
児
が
多
い
．

ハ
、
乳
児
に
先
天
性
股
関
節
脱
臼
や

く
る
病
が
多
い
。

二
、
出
産
後
、
尚
異
常
の
あ
る
産
婦

が
多
い
（
腎
臓
病
、
高
血
圧
こ
れ
を

治
さ
な
い
で
置
く
と
三
＋
才
詑
四
十

才
台
に
な
っ
て
脳
溢
血
を
お
こ
し
易

く
な
る
）

③
対
策

イ
、
婚
前
の
職
業
調
査
（
潜
在
的
素

因
を
見
つ
け
出
し
早
期
指
導
（
予
防

）
治
療
が
目
的
）

ロ
、
出
機
を
や
っ
て
い
る
人
、
み
ん

な
の
協
議
会
を
持
つ
（
目
的
、
健
康

を
守
る
）

ハ
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
日
光
浴
の

励
行
（
胎
児
、
乳
児
の
骨
の
発
育
を

助
け
る
と
同
時
に
妊
婦
授
乳
婦
の
栄

養
を
整
え
る
）

◎
出
機
関
係
の
名
簿
作
成
は
婦
人
会

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

・
母
子
衛
生
対
策
協
議
会
委
員

・
＋
日
町
保
健
所

・
中
里
村
婦
人
会
運
合
会
長

・
中
里
村
公
民
舘
長

・
上
村
病
院
院
長

・
倉
俣
診
療
所
長

・
中
里
村
地
区
婦
人
会
長

・
中
里
村
助
産
婦

役
場
、
保
健
婦

【
写
真
は
村
の
母
子
対
策
協
巌
会
】

調
停
の
は
な
し
③

　
調
停
が
申
し
立
て
ら
れ
る
と
、
裁
，

判
官
と
民
間
か
ら
選
ぱ
れ
た
二
名
の

調
停
委
員
に
よ
っ
て
、
調
停
委
員
会

が
開
か
れ
ま
す
。
家
事
調
停
で
は
、

そ
の
二
名
の
う
ち
一
名
は
、
と
く
に

女
性
の
気
持
な
ど
を
理
解
す
る
た
め

に
、
婦
人
が
選
ぱ
れ
る
よ
う
に
扱
わ

れ
て
い
ま
す
．
や
が
て
、
申
立
人
と

相
手
方
に
調
停
期
日
の
知
ら
せ
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
そ
の
日
に
裁
判
所
の

調
停
室
へ
出
向
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

裁
判
官
と
調
停
委
員
が
、
事
件
の
内

容
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
調
停
で
は
本

人
が
出
頭
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ

て
い
ま
す
．
当
事
者
の
い
う
こ
と
だ

け
で
、
内
容
が
よ
く
分
ら
な
い
と
き

に
は
、
第
三
者
に
来
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
、
調
停
委
員
会
が
現

場
を
見
に
行
っ
た
り
、
専
門
家
に
鑑

定
を
依
頼
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
．
こ
と
に
、
家
事
調
停
事
件
で

は
、
事
情
が
複
雑
で
、
人
情
の
機
微

に
ふ
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
か

ら
、
家
庭
裁
判
所
に
は
調
査
官
や
医

務
室
と
い
う
も
の
が
置
か
れ
て
い
て

こ
れ
に
専
門
的
な
調
査
を
さ
せ
、
意

，
見
を
き
く
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
．
事
件
の
事
情
が
よ
く

分
る
と
、
調
査
委
員
会
と
し
て
は
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
も
っ
と
も
適
当

な
方
法
を
考
え
て
、
当
事
者
に
す
、

め
ま
す
．
こ
の
と
き
、
調
停
委
昌
会

は
、
そ
の
事
件
の
法
律
的
な
解
決
を

考
え
る
だ
け
で
な
く
、
実
情
に
か
な

う
よ
う
、
広
く
一
般
の
慣
習
や
常
識

も
と
り
入
れ
て
、
当
事
者
の
た
め
に

真
に
公
平
で
、
正
し
い
解
決
を
見
出

す
よ
う
に
努
力
す
る
わ
け
で
す
．
た

と
え
ば
、
す
ぐ
一
時
的
に
支
払
わ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
よ
う
な
借
金
で
も

事
情
が
許
せ
ぱ
、
分
割
し
て
返
す
こ

と
に
し
て
、
貸
し
た
方
も
借
り
た
方

も
、
都
合
よ
く
い
く
よ
う
な
結
果

に
な
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ
と
で

す
。六

、
秘
密
が
守
ら
れ
る
．

　
調
停
は
、
関
係
人
以
外
の
人
の
い

な
い
部
屋
で
、
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
行
な
わ
れ
ま
す
か
ら
、
外
部

に
秘
密
が
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
．
し
た
が
っ
て
、
お
た
が
い
に
く

つ
ろ
い
だ
気
持
で
話
し
合
い
が
で
き

ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）
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交

運
転
者
座
談
会

，
通
安
全
は

　
　
歩
行
者
も
マ
ナ
ー
を

　
長
い
冬
か
ら
解
放
さ
れ
、
春
先
は

と
か
く
気
の
ゆ
る
み
が
ち
な
季
節
で

す
．
雪
の
多
い
地
域
で
は
、
冬
の
間

は
車
も
止
ま
り
、
道
路
は
歩
行
者
専

用
で
す
が
、
そ
の
気
持
ち
が
、
つ
い

交
通
道
徳
を
忘
れ
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
．
公
民
舘
で
は
、
去
る
四
月
九
日

に
行
な
わ
れ
た
、
村
の
運
転
名
講
習

会
の
あ
と
、
運
転
者
協
会
役
員
の
方

女
の
座
談
会
を
開
き
．
歩
行
者
も
運

転
者
も
み
ん
な
で
協
刀
し
て
、
交
通

事
故
を
な
く
す
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

運
転
者
の
立
場
か
ら
の
ご
意
見
を
き

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
司
会
　
運
転
者
と
七
て
は
、
日
常

9
交
通
法
規
に
は
み
な
さ
ん
が
か
な
り

気
を
つ
か
い
、
遵
守
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
一
般
歩
行
者
は
ど
う
で

し
よ
う
か
．
’

　
A
　
道
路
に
亡
び
出
る
人
が
い
て

危
険
で
す
ね
．
昨
年
の
交
通
事
故
の

大
半
は
飛
び
出
し
で
す
．

　
司
会
　
交
通
法
規
は
車
を
運
転
す

る
者
だ
け
で
な
ぐ
、
一
般
の
方
女
か

ら
も
あ
る
程
度
知
っ
て
い
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

　
B
　
婦
人
会
や
P
T
A
の
集
会
な

ど
で
、
交
通
安
全
の
間
題
も
と
り
あ

げ
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
．
い
ま
、

い
ち
ば
ん
交
通
の
ぎ
ま
り
を
守
っ
て

い
る
の
は
、
小
学
校
低
学
年
、
幼
稚

園
の
子
ど
も
で
、
中
学
生
に
な
る
と

ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
C
　
一
般
歩
行
者
も
も
っ
と
交
通

マ
ナ
ー
を
心
得
で
実
行
し
て
も
ら
い
．

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
A
　
道
路
に
い
き
な
り
と
び
出
す

な
、
横
断
は
手
を
上
げ
、
左
右
を
た

し
か
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、

家
族
み
ん
な
が
注
意
し
合
う
”
一
声

運
動
σ
を
ぜ
ひ
や
っ
て
も
ら
い
た

い
．

　
B
　
ま
だ
ま
だ
交
通
安
全
運
動
の

P
R
が
足
り
な
い
．
役
所
や
団
体
な

ど
は
、
も
っ
と
効
果
的
な
方
法
を
工

夫
し
た
ら
ど
う
か
。

　
n
，
曇
転
者
自
身
も
歩
い
て
い
る

と
き
、
右
側
通
行
を
守
っ
て
い
る
か

ど
う
か
反
省
し
て
み
る
必
要
が
あ
る

ね
．

　
A
　
十
日
町
本
町
に
は
、
横
断
歩

道
に
黄
色
の
旗
を
備
え
て
い
る
が
、

子
ど
も
が
使
う
だ
け
で
大
人
の
刹
用

が
少
な
い
．
子
ど
も
よ
り
ダ
メ
で
す

ね
．
大
人
は
．

　
司
会
　
ど
こ
で
も
大
人
た
ち
が
無

関
心
の
よ
う
で
困
っ
た
も
の
で
す
。

　
A
　
今
駕
は
学
校
な
ど
に
信
号
機

の
模
型
を
巡
回
し
て
、
交
通
教
室
を

や
っ
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
で
す
か
．

　
司
会
　
と
こ
ろ
で
、
幼
児
の
道
路

あ
そ
び
が
、
い
ち
ば
ん
危
な
い
で
す

ね
。
犠
牲
が
出
て
か
ら
で
は
、
と
0

か
え
し
が
つ
か
な
い
．
幼
児
を
｝
八

で
三
輪
車
な
ど
に
乗
せ
て
、
遊
ぱ
せ

て
お
く
の
は
ほ
ん
と
に
危
な
い
．

　
D
　
ま
っ
た
く
親
の
無
関
心
さ
に

ア
キ
レ
ま
す
。
幼
児
の
保
護
は
親
の

責
任
で
す
．

　
E
　
さ
い
き
ん
は
自
転
箪
通
学
の

中
学
生
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が

こ
の
生
、
徒
た
ち
が
変
通
マ
ナ
ー
を
あ

ま
り
も
っ
て
い
な
い
。
自
動
車
が
ゆ

く
と
、
自
転
車
の
群
が
道
路
の
両
側

に
わ
か
れ
て
よ
け
る
、
ま
っ
た
く
危

な
い
。
学
校
か
ら
よ
く
指
導
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

　
F
　
自
転
車
通
学
免
許
証
を
交
付

す
る
こ
と
も
、
い
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
．

　
B
　
運
転
者
に
は
ぜ
っ
た
い
酒
を

出
さ
奮
と
で
す
ね
・
箋
つ
一

て
き
た
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、

酒
を
出
す
と
飲
ま
せ
た
方
も
罪
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
警
祭
で
は
今

無
か
ら
酔
っ
ば
ら
い
運
転
の
背
後
関

係
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
司
会
　
庫
を
運
転
す
る
人
も
一
般

の
方
女
も
、
お
互
い
に
変
通
道
徳
を
，

身
に
っ
け
、
遭
路
交
通
の
き
ま
り
を

よ
く
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
わ

し
い
交
通
事
故
を
絶
．
対
に
お
こ
さ
ぬ

よ
う
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。
き
ょ

う
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
．

　
　
出
席

士
口
楽
正
平

江
口
徳
一

柳
　
英
作

吉
楽
嘉
一

高
木
清
成

上
原
国
一

者

（
運
転
者
協
会
）

（（（（（

〃クク〃〃

）））））

吉
越
巡
査
部
艮
　
（
田
次
駐
在
所
）

鶏
浦
部
長
　
　
（
十
日
町
警
察
署
交

日
　
　
　
　
通
課
次
席
）

司
会
　
　
　
　
（
中
里
村
公
民
舘
）

　
　
　
　
（
順
序
不
厨
　
敬
称
略
）

ご
あ
い
さ
つ

十
日
町
警
察
田
沢
駐
在
所

　
　
巡
査
部
長

　
　
　
士
・
　
越
　
　
実

　
今
回
の
異
動
で
侵
岡
か
ら
参
り
ま

し
た
吉
越
で
す
．
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
申
し
上
げ
ま
す
．

一
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
よ

　
う
。

二
、
犯
罪
防
止
と
発
生
の
場
合
は
直

　
に
連
絡
し
て
下
さ
い
．

三
、
青
少
年
の
不
良
化
防
止
に
ご
協

力
下
さ
い
．

こ
の
三
点
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
協
力

の
も
と
に
、
追
六
、
部
落
か
ら
部
落

に
直
接
参
り
ま
し
て
、
お
話
し
い
た

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．
体
も
丈

夫
、
気
も
若
い
の
で
、
せ
い
ぜ
い
活

動
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
指
導
の
程
お
ね
が

い
申
し
上
げ
ま
す
．

土
地
固
定
資
産
税
の

算
定
方
法
に
つ
い
て

　
土
地
の
評
価
替
に
伴
う
税
負
担
の

均
衡
化
を
図
る
目
的
で
次
の
よ
う
な

負
担
調
整
措
置
が
な
さ
れ
、
昭
和
四

十
一
年
度
の
固
定
資
産
税
か
算
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

一
、
農
地
（
田
、
畑
）
に
つ
い
て
は

価
額
の
据
置
措
置
が
な
さ
れ
、
昭
和

四
十
葎
度
分
の
課
税
標
準
額
を
も
と

に
し
て
税
額
が
算
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。二
、
農
地
以
外
の
土
地
（
宅
地
、
山

林
等
）
に
つ
い
て
は
．
昭
和
三
＋
八

年
度
の
評
価
額
に
対
す
る
昭
和
三
十

九
年
度
新
評
価
額
の
上
昇
率
を
段
階

別
に
次
表
の
よ
う
に
区
分
し
そ
の
区

分
に
応
す
る
、
負
担
調
整
率
を
昭
利

四
十
年
度
の
課
税
標
準
額
に
乗
じ
て

昭
和
四
十
一
年
度
の
課
税
標
準
額
を

算
出
し
こ
れ
を
も
と
に
し
て
税
額
が

算
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
上
　
　
昇
　
　
率
　
負
担
調
整
率

　
三
倍
未
満
　
　
　
　
　
一
・
一

　
三
倍
以
上
八
倍
未
満
　
一
・
二

　
八
倍
以
上
　
　
　
　
　
一
・
三

　
右
記
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
免
税
点

の
引
き
上
げ
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
．
資
産
区
分
　
改
正
後
　
　
改
正
前

　
土
地
八
万
円
二
万
四
千
円

　
家
屋
五
万
円
三
万
円

償
却
資
産
三
＋
万
円
＋
五
万
円

　
右
記
の
免
税
点
の
引
き
上
げ
に
と

も
な
い
中
里
村
の
昭
和
四
十
一
年
度

固
定
資
産
税
の
減
収
は
土
地
約
五
百

人
で
、
四
＋
万
円
、
家
屋
約
六
十
人

で
四
万
円
、
償
却
資
産
二
八
で
約
六

千
円
、
合
計
約
細
尉
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
．
　
四
＋
五

国
民
健
康
保

険
税
の
令
書

　
　
　
改
正
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
つ
い

て
は
い
つ
も
ご
田
力
を
た
ま
わ
り
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
昭

和
四
†
年
度
ま
で
は
保
険
税
の
納
付

督
（
以
下
令
書
と
い
う
）
を
毎
月
送

付
し
税
額
（
税
金
）
の
納
付
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
昭

和
四
十
一
年
度
よ
り
特
別
賦
課
期

（
こ
れ
は
地
方
税
法
第
七
〇
六
条
の

二
、
第
一
、
項
、
中
里
村
国
民
健
康
保

険
税
条
例
第
＋
条
の
三
、
第
一
項
の

規
定
に
基
き
施
行
さ
れ
る
も
の
で
、

本
算
定
に
用
い
る
基
礎
資
料
の
整
備

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
暫
定
的
に
特
例

法
に
よ
り
こ
れ
を
賦
課
徴
収
す
る
と

い
う
こ
と
。
ご
の
場
合
の
特
例
賦
課

額
は
前
年
度
の
年
税
額
の
二
分
の
一

の
範
囲
内
と
す
る
）
に
一
回
、
本
算

定
賦
課
期
（
八
月
又
は
九
月
）
に
一

回
の
年
二
回
の
み
令
書
を
送
付
し
、

そ
れ
に
各
月
の
納
付
税
額
の
明
細
を

付
し
て
、
こ
れ
を
毎
月
送
付
し
た
令

書
に
替
え
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
．
こ
の
改
正
は
国
民
健
康
保
険
税

条
例
施
行
規
則
第
二
条
の
規
定
に
基

き
改
正
す
る
も
の
で
、
こ
の
令
書
一

枚
が
四
月
よ
り
八
月
ま
で
の
特
例
賦

課
期
間
中
の
令
富
で
あ
り
、
毎
月
分

の
税
額
の
納
付
書
で
あ
り
又
受
領
書

で
も
あ
る
訳
で
期
間
中
は
大
切
に
保

管
し
て
い
た
黛
く
と
同
時
に
、
毎
月

部
落
の
納
税
組
合
長
（
部
落
に
よ
っ

て
婦
人
会
で
徴
収
し
て
い
る
～
．
こ
ろ

は
婦
人
会
）
等
が
税
額
の
徴
収
に
伺

っ
た
ら
必
す
こ
の
令
書
を
期
閥
中

醗
畢
下
さ
い
．
次
に
本
算
定
賦

課
期
は
現
在
八
月
ぺ
賦
課
計
算
を
予

定
し
九
月
よ
り
本
算
定
に
よ
る
保
険

税
額
の
令
書
を
送
付
し
て
徴
収
す
る

予
足
で
す
．
こ
の
本
算
定
に
よ
る
令

書
の
送
付
で
保
険
税
令
書
の
送
付
は

終
る
訳
で
す
が
、
こ
の
令
書
は
九
月

よ
り
来
年
（
昭
和
四
＋
二
年
）
三
月

ま
で
の
毎
月
の
納
付
書
で
あ
り
受
領

醐
書
で
も
あ
る
訳
で
す
か
ら
く
れ
ぐ

も
取
扱
い
に
充
分
ご
注
意
を
い
た
y

く
と
同
時
に
こ
の
改
正
に
絶
大
な
る

お
協
刀
を
お
ね
が
い
申
し
上
げ
ま

す
．


